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　中央アジア史研究の分水嶺と新しい出発点

　　　　　　　　　　　　　　　　　    吉 田  豊
　京大考古学の水野清一の学生として1960年代アフガニスタンでの発掘で始まった桑山
正進先生の研究は、ガンダーラからヒンドゥークシュの南北の遺跡の発掘の現場に軸足を置
きながら、文献史料、とりわけ玄奘を初めとする求法僧の記録類を博捜して、遺跡の年代や
歴史地理学的な意義を論じることを特徴としている。文字通り他の追随を許さない成果をあ
げてこられたが、バーミヤーンの仏教遺跡に関する一連の研究はその精髄である。1990年
代に入って内戦のアフガニスタンから、大量のバクトリア語文書、ガンダーラ語及び梵語仏典
が現れ、出土貨幣も含めてこの地域に関する研究が脚光をあびるようになると、英語でも発
信して来られた先生の研究は世界的に注目されるところとなった。この地の歴史や商路につ
いての先生の考え方の有効性が新出資料から確認されたのである。その意味で先生の研
究はそれ以前と一線を画す分水嶺であり、現在の研究の確固たる出発点として必読の論
考になっている。ただ惜しむらくはいろいろな雑誌や論文集に発表されていて、入手が難し
いものもある。このたび欧文も含め先生のこれらの論考が、一括して刊行されることは、日本
のみならず世界の学界にとって福音である。

　国内外の研究者待望の論集
　　　　　　　　　　　　　　　　　     稲 葉  穣　
　仏教考古学者、中央アジア・南アジア古代史家としての桑山正進先生の令名は、日本より
むしろ海外に鳴り響いていると言ってよい。古代～中世の中央アジア、北インドの歴史・考古・
美術を学ぶ研究者で桑山先生の論文を読んだことがない、という人にはあまり会ったことが
ない。豊富な発掘調査経験と、人文研東方部という環境の中で蓄えられた幅広い漢籍に関
する知見を兼ね備えた研究者は空前の存在だからだろう。先生が人文研を定年退職され
る際に刊行された英文論集 Across the Hindukush of the First Millenniumは、非売品
だったせいもあり、世界中の研究者から、どうすれば入手できるのかという問い合わせが後
を絶たなかった。このたび、半世紀以上におよぶ桑山先生のお仕事がひとつにまとめられ、
かつ updateされた上記英文版もあわせて刊行されるのは、それゆえ国内外の研究者に
とってこの上ない朗報である。ただ、できれば専門家以外の方にも読んでいただきたいと願
う。優れた歴史家というのがどのような方法で過去と向き合い、歴史を描き出してきたのか、
その見事な実例がここにあるからだ。
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　　第Ⅰ巻　異相ガンダーラの仏教
 この樷攷の公刊に 
 Ⅰ　ガンダーラをどうとらえるか
 　シャカムニの表象を通して視る――南アジア亜大陸北西地方の歴史考古学研究――
 　ガンダーラとその仏教

 Ⅱ　仏寺の外相 
 　タキシラ＝ガンダーラの仏教寺院／タキシラ仏寺の伽藍構成
 　仏像出現ごろのタキシラ　層位と編年／ハッダ最近の発掘に関する問題

 Ⅲ　ガンダーラにおけるストゥーパ概念の転換 
 　ストゥーパ方形基台の由来／シャー＝ジー＝キー＝デリー主塔の遷変
 　アウグストゥス霊廟と大ストゥーパ――車輪状構造の由来――
 　触地印の坐仏を容れたストゥーパ

 Ⅳ　漢文資料にあらわれたガンダーラ仏教 
 　罽賓と仏鉢／ナレーンドラヤシャスと破仏／ウディヤーナ札記
 Ⅴ　ガンダーラから中央アジアへ 
 　ガンダーラからクチャへ／ガンダーラの土器
 　ガンダーラにみられる土偶の年代

 Ⅵ　大月氏からクシャーンへ 
 　貴霜丘就却の没年／トハーリスターンのエフタル、テュルクとその城邑
 　トハーラの境域、藍市城と活国都城／バーミヤーンとガンダーラ

　   第Ⅱ巻　新興バーミヤーンの時代
 巻2で考えたこと

 Ⅰ　バーミヤーンの出現
 　柱礎と壷とヒンドゥークシュ／バーミヤーン大仏の出現
　　　　 バーミヤーン大仏成立にかかわるふたつの道
 　バーミヤーンに関する漢文、イスラーム資料／バーミヤーンの城塞遺跡

 Ⅱ　カーブル、ザーブルの登場 
 　漢文資料に基く迦畢試国の編年／葱嶺山と阿路猱山
 　6－8世紀Kāpiśī-Kābul-Zābulkの貨幣とその発行者
　　　　 カーピシー国札記――馨孽、順達、刹利、曷擷支――
 Ⅲ　タパ・スカンダルとカピーシー国の遺跡 
 　タパ=スカンダル第1回発掘調査概報／7世紀におけるベグラームの存立
 　ヒンドゥークシュ南麓における歴史の空白

 Ⅳ　カピーシーの仏教とヒンドゥー教 
 　大理石ヒンドゥー神像はヒンドゥー王朝のものか
　　　　　ガネーシャ神像碑銘にみえるカーブル突厥王の編年

 Ⅴ　トハーリスターンの発掘 
 　チャカラクテペ遺跡第3次発掘

 付録　アフガニスタンにおける土の伝統技術 
 　アフガン陶房誌1977／乾燥アジアにおける煉瓦

　  第Ⅲ巻　玄奘三蔵の形而下
 まえがき―千載の一遇  

 Ⅰ　玄奘三蔵の形而下
 　玄奘三蔵の形而下／インドへの道―玄奘とプラバーカラミトラ―
             大唐西域記と求法の背景／玄奘余録―『西域記』『慈恩伝』読後―
 　玄奘――その旅の環境――／恵超伝の中天竺王

 Ⅱ　北魏隋唐のサーサーン系文化 
 　法隆寺四騎獅子狩文錦の制作年代／1956年来出土の唐代金銀器とその編年
 　唐代金銀器始原／東方におけるサーサーン式銀貨の再検討
 　サーサーン帝冠と北魏初期窟の年代

 Ⅲ　インダス文明の理解 
 　インダス文明の都市と構造／インダス文明に関する最近の理解
 　インダス文明のあり方／バルーチスターン考古記／バヌー考古記

 付録
 　中央アジア考古学の発達／考古学調査から見たアフガニスタン
 　中央アジア、南アジアの発掘現状

 巻3を閉じて

　  第Ⅳ巻　COLLECTED ARTICLES 
        on Ancient Eastern Afghanistan
        and Northern Pakistan   

 　Part One　Papers Issued before 2001
 I. Buddhist Establishments in Taxila and Gandhāra: A Chronological Review
 II. Beginning of the Square Podium of Stupa in Taxila 
 III. The Buddha’s Bowl in Gandhāra 
 IV. Stupas with the Wheel-shaped Structure Inside 
 V. Aspects of the Stupa Court at Hadda: Looking at Tapa Shotor from Lalma
 VI. The Hephthalites in Tokhāra and Gandhāra 　etc. 

Part Two　Papers Issued after 2002
 XVII. The Kushans, viz. the Dà Yuèzhī 大月氏 ： A Century-long Fallacy 
 XVIII. The Chitral Yaβγu 雙靡翖侯 and Southward Trade Route in the First 
Century BC 
 XIX. Kañjūr Ashlar and Diaper Masonry: Two Building Phases in Taxila of 
the First Century AD 
 XX. The Stupa in Gandhara 　etc.

Part Three
XXVIII. The Main Stūpa of Shāh-jī-kī Ḍherī: A Chronological Outlook

・図 表紙 ： タパ・スカンダル遺跡出土大理石ウマー＝マヘーシュヴァラ像（京都大学中央アジア学術調査隊）
　  中面 ： バーミヤーン大仏実測図（京都大学人文科学研究所蔵）

　桑山正進（くわやま・しょうしん）
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組方見本　第Ⅰ巻、第Ⅳ巻より


